
【葡萄唐草模様について】
古代、ペルシャ、コーカサス生まれの葡萄が蔓
草と一つになり、西へ、東へ、シルクロードを
経て東西の文化を彩る文様となりました。私ど
もの財団ではシルクロードを中心に、世界の文
化に寄与できればと、この葡萄唐草文様をシン
ボルマークにいたしました。
●シンボルマークデザイン：吉田左源二

公益財団法人

文化財保護・芸術研究助成財団

●表紙の画および題字は、
　故・平山郁夫画伯のご厚意により
　ご提供いただいているものです。
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ウ
ィ
ズ・コ
ロ
ナ
、ポ
ス
ト
・コ
ロ
ナ
の
時
代
に

　
　
　
私
た
ち
は
、な
に
を
成
す
べ
き
か
…
。

年
頭
の
ご
挨
拶
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

と
の
戦
い
が
早
く
も
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
昨
年
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
感
染
者
数

が
著
し
く
減
り
、
収
束
の
兆
し
が
見
え
た
か
に
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
感
染
力
が
極
め
て
高
い
と
い
わ
れ
る
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
猛
威
に
よ
り
、
世
界
各
国
で
の
感
染
爆
発
が
と
う

と
う
日
本
に
も
及
ん
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
る
こ
の

二
年
の
間
で
、「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
日
本
！
」
と

思
わ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　

昭
和
三
十
年
生
ま
れ
の
私
な
ど
は
、
戦
後
の
奇
跡

と
言
わ
れ
た
高
度
成
長
期
に
青
春
時
代
を
過
ご
し
、
世
界

第
二
位
の
経
済
大
国
と
し
て
、
日
本
製
の
車
や
電
気
製
品

は
ク
オ
リ
テ
ィ
や
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
他
の
追
従

を
許
さ
な
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

も
と
、
誰
も
が
世
界
最
高
水
準
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
。

そ
う
信
じ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
、
文
字
通
り
百
年
に
一
度

の
非
常
事
態
の
中
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
P
C
R
検
査
の

態
勢
、
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
・
認
可
の
遅
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
予
約
に
ま
つ
わ
る
不
手
際
、何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
「
緊

急
事
態
宣
言
」
や
「
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
発
出
と
延

長
の
繰
り
返
し
な
ど
…
。
ま
た
、
日
本
人
特
有
の
清
潔
さ

や
、
規
律
正
し
さ
の
お
蔭
で
、
欧
米
諸
国
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
の
少
な
い
感
染
者
数
な
が
ら
、
世
界
最
高
水

準
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
医
療
機
関
の
逼
迫
が
連
日
報

道
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
、
平
時
に
は
機
能
し
て
い
た

様
々
な
社
会
的
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
、
想
定
外
の
事
態
に

は
、
ま
っ
た
く
機
能
し
な
い
と
い
う
弱
点
を
さ
ら
け
だ
し

ま
し
た
。

　

教
育
や
芸
術
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
自
戒
を
込
め
て

考
え
る
に
、
日
本
は
、
戦
後
の
経
済
発
展
を
遂
げ
る
中
で
、

教
育
や
芸
術
へ
の
投
資
を
怠
っ
て
来
た
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
一
九
六
四
年
、
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
年
に
、
事
実
上
、
先
進
国
に
仲
間
入
り
す
る
形
で

日
本
が
O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
に
加
盟
し
、

政
府
の
拠
出
額
も
依
然
、
上
位
を
占
め
る
な
ど
、
存
在
感

を
保
っ
て
い
る
一
方
で
、
G
D
P
あ
た
り
の
教
育
へ
の
公

的
支
出
が
、
三
十
八
の
加
盟
国
中
、
ほ
ぼ
最
下
位
を
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
へ
の
公
的
支
出
と
い
う
点
で
も
、

個
人
や
企
業
に
よ
る
寄
付
文
化
が
定
着
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
を
除
け
ば
、
O
E
C
D
平
均
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
お

り
、
韓
国
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
で
の
芸
術
教
育
に
つ
い
て

は
、
科
学
技
術
立
国
を
目
指
す
と
い
う
教
育
改
革
の
名
の

も
と
に
、
理
数
系
と
英
語
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
た
あ

お
り
で
国
語
や
社
会
の
時
間
数
が
減
り
、
美
術
や
音
楽

に
至
っ
て
は
過
去
三
十
年
で
三
十
％
以
上
が
カ
ッ
ト
さ

れ
、
芸
術
科
目
は
非
正
規
教
員
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
…

と
い
っ
た
感
じ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、
良
質
な
芸
術
に
触

れ
る
機
会
が
明
ら
か
に
減
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
学
入

試
が
一
九
九
〇
年
に
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
導
入
さ

れ
、
四
択
か
ら
一
つ
の
正
解
を
導
き
出
す
と
い
う
受
験
テ

ク
ニ
ッ
ク
か
ら
、
知
識
詰
め
込
み
が
主
流
と
な
り
、
芸
術

が
得
意
と
す
る
、
多
様
な
考
え
方
を
容
認
し
、
自
ら
が
感

じ
、
考
え
る
能
力
や
感
性
を
育
む
傾
向
が
明
ら
か
に
希
薄

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

芸
術
は
人
の
意
識
の
中
に
日
常
的
に
根
付
き
、
社
会
に

豊
か
さ
を
も
た
ら
し
ま
す
。
芸
術
が
科
学
・
医
学
・
福
祉

な
ど
と
つ
な
が
り
、
新
た
な
価
値
で
社
会
を
変
え
て
ゆ
く
。

感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
、
気
候
変
動
と
い
っ
た

地
球
規
模
の
問
題
解
決
に
も
人
々
の
意
識
を
変
え
、
行
動

を
変
え
て
ゆ
く
と
こ
ろ
で
芸
術
の
力
は
発
揮
で
き
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
に
、
日
本
で
は
防
衛
庁
が
防
衛
省
と
な
り
、

予
算
規
模
が
大
き
く
拡
大
し
ま
し
た
。
一
方
、
い
ま
だ
に

文
化
省
は
な
く
、
文
化
庁
は
文
部
科
学
省
の
一
外
局
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
東
京
・
大
阪
や
地
方
都

市
へ
の
空
襲
、
最
終
的
に
は
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

と
い
う
悲
劇
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
こ
の
戦
争
で
、
連
合
軍
に
よ
る
本
格
的
な
爆
撃
を

逃
れ
た
の
が
奈
良
・
京
都
・
鎌
倉
・
金
沢
と
い
っ
た
歴
史

や
文
化
財
の
残
る
街
で
し
た
。
芸
術
や
文
化
の
力
が
、
防

衛
力
に
も
貢
献
で
き
る
例
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

　

文
化
庁
を
文
化
省
に
格
上
げ
し
て
、
日
本
の
持
つ
文
化

力
を
高
め
る
こ
と
で
、
諸
外
国
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
大
切
に

さ
れ
る
国
に
な
る
こ
と
が
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。
当
財
団

の
果
た
す
べ
き
役
割
も
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
の
時
代
に
こ
そ
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

澤 

和
樹

（
さ
わ
・
か
ず
き
）

ウ
ィ
ズ・コ
ロ
ナ
、ポ
ス
ト
・コ
ロ
ナ
の
時
代
に

　
　
　
私
た
ち
は
、な
に
を
成
す
べ
き
か
…
。
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厳島神社
（厳島神社大鳥居から本殿を望む）

日本のユネスコ世界遺産２

　

国
宝
に
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化

遺
産
（
一
九
九
六
年
登
録
）
で
あ
る

安あ

芸き

の
宮
島
と
し
て
知
ら
れ
る
厳
島

神
社
は
、古
く
は
「
伊
都
岐
島
神
社
」

と
も
記
さ
れ
た
。
全
国
に
五
〇
〇
社

ほ
ど
あ
る
厳
島
神
社
の
総
本
社
で

あ
る
。

　

厳
島
神
社
は
瀬
戸
内
海
を
池
に
見

立
て
、
背
後
の
弥み

山せ
ん

を
築
山
と
す

る
寝し

ん
で
ん
づ
く
り

殿
造
の
発
想
を
壮
大
な
ス
ケ
ー

ル
で
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う

か
。
海
に
浮
か
ぶ
神
社
と
い
う
特
異

な
例
は
世
界
に
も
類
を
見
な
い
。
日

本
的
様
式
美
を
世
界
に
知
ら
し
め
た

も
の
で
あ
る
。

　

安
芸
の
宮
島
は
、
天
の
橋
立
、
松

島
と
並
び
日
本
三
景
に
か
ぞ
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
大
鳥
居
も
奈
良
の
春
日

大
社
、
敦つ

る

賀が

の
気け

比ひ

神
宮
の
大
鳥
居

と
共
に
日
本
三
大
鳥
居
に
か
ぞ
え
ら

れ
る
。

ユネスコ世界遺産（文化遺産）シリーズ 撮影・仙波志郎
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壁
画
と
そ
の
環
境

　

香
雪
の
壁
画
は
一
般
に
「
フ
レ
ス
コ
画
」
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
漆
喰
で
は
な
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
面
に
直
接
絵
具
を

膠に
か
わで
溶
か
し
、
筆
や
刷は

毛け

で
描
い
た
日
本
画
で
あ
る
。

　

初
転
法
輪
寺
は
北
に
本
尊
仏
を
安
置
す
る
南
北
に
長
い
建

物
で
、
南
に
入
口
が
あ
る
。
仏
伝
の
壁
画
は
入
口
、
南
壁
の

左
側
か
ら
堂
内
を
時
計
周
り
で
二
十
二
程
の
画
題
が
時
代
順

に
描
か
れ
て
い
る
。
香
雪
は
主
テ
ー
マ
を
「
降
誕
」「
降
魔
成

道
」「
成
道
」「
涅ね

槃は
ん

」
と
し
、
各
々
を
四
壁
の
中
央
に
対
峙

さ
せ
て
配
し
た
。
ま
ず
入
口
側
の
南
壁
に
「
降
誕
」
図
、
対

す
る
北
は
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
石
造
本
尊
仏
を
「
成
道
」

に
当
て
、次
に
西
壁
に
「
降
魔
成
道
」
図
、対
す
る
東
壁
に
「
涅

槃
」
図
を
配
置
、
そ
の
間
を
他
の
画
題
で
埋
め
た
。
そ
し
て

最
初
に
描
い
た
の
が
仏
陀
と
諸
悪
魔
と
の
闘
い「
降
魔
成
道
」

で
、
出
家
し
死
が
間
近
の
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
完
成
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
の
壁
画
よ
り
大
き
い
、
香
雪
が
ア

ジ
ャ
ン
タ
の
壁
画
を
参
考
に
描
い
た
魔
女
の
姿
が
美
し
い
と

大
い
に
喜
ん
だ
。

　

余
談
だ
が
、
知
ら
ず
に
壁
画
を
見
る
イ
ン
ド
人
の
多
く
が

外
国
人
が
描
い
た
壁
画
と
気
づ
か
な
い
と
い
わ
れ
る
所ゆ

以え
ん

が

こ
の
辺
り
に
あ
る
。

　

壁
画
の
退
色
は
経
年
劣
化
で
全
体
的
と
思
わ
れ
、
亀
裂
も

見
ら
れ
る
。
制
作
で
は
当
初
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
か
ら
の
灰あ

汁く

が
に
じ
み
出
し
対
応
に
苦
慮
、
直
後
に
鉱
物
製
の
絵
具
中
心

に
変
え
様
子
を
見
た
。
ま
た
堂
内
は
今
も
蝋ろ
う

燭そ
く

や
線
香
の
匂

い
が
漂
う
が
、
壁
面
の
煤す
す

け
も
少
な
い
。
そ
れ
は
制
作
当
時

と
同
じ
様
に
建
物
が
夜
間
と
昼
休
み
、
雨
以
外
は
常
に
窓
も

入
口
も
開
放
さ
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
高
い
天

井
か
ら
の
照
明
や
、
入
口
や
窓
か
ら
の
光
も
直
接
に
壁
画
に

影
響
を
与
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
環
境
に
あ
る
。

　

保
存
修
理
の
工
事

　

今
回
の
壁
画
の
保
存
修
理
は
本
格
的
な
保
存
活
動
以
前
の

応
急
措
置
で
は
あ
る
が
、
将
来
そ
の
文
化
財
保
存
修
理
の
技

術
が
問
わ
れ
る
。
そ
こ
で
指
導
を
専
門
家
で
あ
る
香
雪
の
母

校
、
東
京
藝
術
大
学
の
木
島
隆
康
名
誉
教
授
に
依
頼
、
ま
た

工
事
に
先
立
っ
て
工
事
担
当
の（
有
）
彩
色
設
計
の
技
術
者

と
共
に
事
前
調
査
に
渡
印
し
、
保
存
状
態
等
を
確
認
し
た
。

そ
し
て
工
事
を
東
・
西
・
南
壁
別
に
分
け
て
三
期
、
二
カ
年

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
イ
ン
ド
大
菩
提
会
シ
ー
ワ
リ
ー
総

書
記
、
メ
デ
ィ
ハ
ン
カ
ラ
住
職
に
そ
の
計
画
、
ま
た
民
間
が

募
金
を
行
い
取
り
組
む
こ
と
を
伝
え
て
了
解
を
得
、
さ
ら
に

受
入
れ
体
制
準
備
を
依

頼
し
た
。

　

そ
し
て
初
年
度
の
令

和
元
年
に
は
、
顕
彰
会

顧
問
の
南
み
な
み
さ
わ澤

道ど
う
に
ん人（

現
・

大
本
山
永
平
寺
貫
首
）

が
同
行
し
、シ
ー
ワ
リ
ー

師
、
住
職
、
在
住
日
本

僧
侶
ら
と
安
全
祈
願
祭

を
実
施
、
そ
の
後
二
十

日
間
の
第
一
期（
東
壁
）工
事
を
、
無
事
に
終
了
さ
せ
た
。

　

工
事
で
は
当
初
、
剥
落
止
め
作
業
で
膠
を
使
用
す
る
計
画

だ
っ
た
が
、
牛
皮
等
か
ら
製
造
さ
れ
る
膠
に
寺
院
側
が
信
仰

上
難
色
を
示
し
、
急
遽
我
が
国
の
文
化
財
保
存
修
理
で
使
用

さ
れ
て
い
る
水
性
ア
ク
リ
ル
樹
脂
溶
液
に
変
更
し
た
。
ま
た

寺
院
側
か
ら
剥
落
部
分
の
補
彩
色
の
強
い
希
望
が
あ
り
、
施

工
し
た
。
他
に
過
去
の
日
本
人
画
家
の
保
存
修
復
状
態
も
確

認
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
広
報
活
動

　

コ
ロ
ナ
禍
で
工
事
も
募
金
活
動
も
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
が
、
香
雪
や
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
壁
画
を
紹
介
す
る
た

め
の
展
覧
会
や
講
演
会
を
、
様
子
を
見
な
が
ら
開
催
し
て
き

た
。
ま
ず
令
和
二
年
九
月
に
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、

香
雪
が
献
納
し
大
本
山
永
平
寺
所
蔵
の
初
転
法
輪
寺
仏
伝
壁

画
大
下
図
や
香
雪
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会
と
写
真
展
、
講

演
会
を
開
催
、
イ
ン
ド
大
使
館
主
席
公
使
、
香
川
県
知
事
ら

に
お
願
い
し
て
開
展
式
を
行
っ
た
。
ま
た
令
和
三
年
七
月
に

は
イ
ン
ド
大
使
館
で
展
覧
会
と
講
演
会
を
開
催
。
イ
ン
ド
大

使
、
大
使
館
文
化
関
係
者
に
近
代
日
印
文
化
交
流
の
記
念
碑

で
あ
る
壁
画
の
保
存
修
理
活
動
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
本
年
令
和
四
年
五
月
に
は
、
香
雪
の
終
焉

の
地
で
あ
る
長
野
県
で
長
野
市
仏
教
会
が
大
本
山
永
平
寺
所

蔵
の
大
下
図
を
再
び
展
示
す
る
香
雪
展
を
開
催
準
備
中
で
あ

る
。
こ
の
事
業
が
さ
ら
に
周
知
さ
れ
、
募
金
活
動
に
繋
が
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

※香雪の生涯等は、『絲綢之路　2019秋「野生司香雪の「心」を守る」』を参照

木島隆康東京藝大名誉教授の作業の様子

安全祈願祭を終えて。前列中央左から南澤
老師、シーワリー師、メディハンカラ住職

第一期　修理前の東壁(涅槃図の部分)。白い
所が剥落部分。中央が横扉で両側が木製窓

永平寺蔵大下図「降魔成道」(左部分)の
前で(香川展にて)。左からS.シン ヴィ
ヴェーカナンダ文化センター所長と
スリヴァスタヴァ主席公使

作業の様子

　
　
　
　
募
金
窓
口

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
財
団
の「
重
点
助
成
事
業
」
と
し
て
お
り
、

ご
寄
付
は
次
の
口
座
に
お
振
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

口
座
名 

①
②
い
ず
れ
も

 （
公
財
）文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

①
郵
便
振
替【
0
0
1
6
0
・
5
・
1
2
3
1
9
】　

　
＝ 

備
考
欄
に「
香
雪
イ
ン
ド
壁
画
募
金
」と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

②
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

　
【
上
野
中
央
支
店 

普 

0
7
9
6
3
8
4
】

　
＝
必
ず
事
前
に
財
団
宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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は
じ
め
に

　

自
ら
に
と
っ
て
絵
と
は
、
絵
を
描
く
と
い
う
事
と
は
な
に

か
。
人
物
、
仏
画
が
得
意
の
東
京
美
術
学
校
卒
、
再
興
日
本

美
術
院
の
院
友
、野
生
司
香
雪（
一
八
八
五
〜
一
九
七
三
）は
、

画
家
を
志
す
が
画
壇
に
居
場
所
を
得
ず
、
絵
筆
を
折
り
か
け

て
い
た
。
し
か
し
昭
和
七
年
、
四
十
七
歳
の
時
、
仏
教
美
術

の
国
イ
ン
ド
を
日
本
芸
術
の
母
の
国
と
慕
う
香
雪
に
、
聖
地

サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
初
転
法
輪
寺（
ム
ー
ラ
ガ
ン
ダ
ー
ク
テ
ィ
・

ビ
ハ
ー
ラ
）
で
日
本
を
、
否
世
界
の
画
家
の
代
表
と
し
て
仏

伝
壁
画
を
描
く
と
い
う
宿
命
と
も
い
え
る
奇
縁
が
訪
れ
た
。

そ
し
て
、
日
本
芸
術
の
母
の
国
へ
の
恩
返
し
と
精
進
し
て
描

い
た
壁
画
は
、
今
で
は
イ
ン
ド
の
文
化
財
、
ま
た
「
サ
ー

ル
ナ
ー
ト
の
仏
伝
」
と
し
て
ア
ジ
ャ
ン
タ
壁
画
と
並
び
称
さ

れ
、
仏
陀
も
神
の
一
人
と
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
イ
ン

ド
人
や
世
界
中
の
仏
教
徒
、
観
光
客
ら
が
見
学
に
訪
れ
る
。

そ
し
て
大
き
く
て
力
強
く
、
厳
か
な
日
本
画
の
仏
伝
壁
画

に
出
会
い
感
動
す
る
。

　

そ
の
壁
画
も
制
作
開
始
か
ら
八
十
九
年
、
剥は
く

落ら
く

が
進
行

し
、
寺
院
で
は
そ
の
修

理
は
作
家
の
国
、
日

本
の
手
で
と
訪
れ
る
日

本
人
に
長
年
呼
び
か

け
る
が
実
現
し
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
作
家
の
故

郷
香
川
県
の
有
志
が

民
間
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
作
家
の
思
い
を
、
ま
た
日

本
画
の
壁
画
、
仏
教
を
介
し
た
日
印
、
世
界
と
の
文
化
交
流

の
場
を
少
し
で
も
後
世
に
伝
え
た
い
と
、
令
和
元
年
度
か
ら

二
カ
年
計
画
で
全
国
に
募
金
を
呼
び
か
け
、
壁
画
の
保
存
修

理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。※

　

制
作
の
依
頼
と
開
始

　

サ
ー
ル
ナ
ー
ト
は
仏
陀
の
初
説
法
、
仏
教
発
祥
の
聖
地
で
、

日
本
で
は
鹿ろ
く

野や

園お
ん

と
い
う
。
ダ
メ
ー
ク
の
塔
や
仏
跡
か
ら
出

土
し
イ
ン
ド
の
国
章
の
図
柄
に
な
っ
た
ア
シ
ョ
カ
王
の
獅
子

石
柱
頭
な
ど
が
有
名
で
、
一
帯
は
国
の
史
跡
公
園
と
し
て
保

護
、
開
発
制
限
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
然
豊
か
で
の
ど
か
、

古
代
と
近
代
と
現
代
が
混
在
す
る
小
さ
な
町
を
近
い
将
来
、

国
が
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
す
計
画
も
あ
る
と
の
こ
と
。

　

初
転
法
輪
寺
は
、
数
百
年
前
に
途
絶
え
た
イ
ン
ド
で
の
仏

教
の
再
興
を
志
し
イ
ン
ド
大
菩
提
会（
マ
ハ
ボ
デ
ィ
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
）
を
組
織
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
居
士
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ

（
一
八
六
四
〜
一
九
三
三
）
が
、
そ
の
象
徴
と
し
て
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
に
ダ
メ
ー
ク
の
塔
の
東
に
隣
接
し
て
建
立
、
そ

し
て
堂
内
に
仏
伝
を
描
こ
う
と
仏
教
を
知
ら
な
い
英
国
や
イ

ン
ド
の
画
家
ら
を
差
し
置
き
、
仏
教
国
日
本
を
頼
り
、
香
雪

が
選
ば
れ
派
遣
さ
れ
た
。
渡
印
し
た
香
雪
は
二
十
年
前
に

模
写
し
た
ア
ジ
ャ
ン
タ
壁
画
の
様
式
や
、
隣
接
す
る
サ
ー
ル

ナ
ー
ト
考
古
学
博
物
館
の
古
代
石
彫
仏
等
も
参
考
に
イ
ン
ド

の
風
俗
や
歴
史
を
加
味
し
た
近
代
の
仏
伝
壁
画
の
制
作
を
開

始
し
た
。
も
し
我
が
身
に
何
か
あ
っ
て
も
こ
の
壁
画
だ
け
は

と「
降ご
う

魔ま

成じ
ょ
う
ど
う
道
」
か
ら
描
き
始
め
た
。
そ
の
頃
、
施
主
で
南

伝（
上
座
部
）
仏
教
徒
の
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
コ
ル
カ
タ
か
ら

や
っ
て
来
て
寺
で
出
家
、
香
雪
も
参
列
し
た
。
以
後
、
度
々

制
作
現
場
を
訪
れ
図
柄
に
異
議
を
唱
え
、
北
伝（
大
乗
）仏
教

徒
、
僧
侶
の
子
で
教
義
の
造
詣
も
深
い
香
雪
と
議
論
を
重
ね

た
。
結
果
、
南
北
二
つ
の
仏
教
が
融
合
し
た
世
界
仏
教
と
い

え
る
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
二
十
世
紀
の
仏
伝
の
最
初
の
一
場
面

が
完
成
し
た
。
尊
師
は
そ
の
完
成
を
見
て
喜
ん
だ
が
、
ほ
ど

な
く
亡
く
な
っ
た
。「
降
魔
成
道
」
図
は
イ
ン
ド
の
仏
教
再
興

を
志
し
た
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
生
前
に
見
た
歴
史
的
な
意
味
を

持
つ
壁
画
面
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
壁
画
の
完
成
時
に
は

こ
の
前
で
開
眼
式
が

行
わ
れ
、
ベ
ナ
レ
ス

大
学
総
長
、
コ
ル
カ
タ

の
日
本
総
領
事
ら
が

参
加
し
香
雪
と
壁
画

を
称
え
た
。
ダ
ル
マ

パ
ー
ラ
の
死
後
、
香

雪
は
イ
ン
ド
の
厳
し

い
暑
さ
と
雨
に
阻
ま

れ
長
期
化
し
た
滞
在

に
よ
る
資
金
不
足
を
、

自
ら
個
展
を
開
い
て

絵
を
売
り
資
金
を
得

る
な
ど
、
苦
節
足
掛

け
五
年
が
か
り
で
す

べ
て
を
完
成
さ
せ
た
。
野生司香雪画伯顕彰会事務局  URL：https://nosu.info/  

香雪 サールナート滞在当時

仏
陀
の
生
涯
を
描
い
た
聖
な
る
壁
画
が

危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い
る
。
日
本
人
の
手
に
よ
る

こ
の
大
作
に
心
か
ら
支
援
の
手
を
…
…
。

イ
ン
ド
聖
地
・
危
機
の
中
の
野の

ー

す

生
司
香こ

う

雪せ
つ

の
仏
伝
壁
画

アナガリーカ・
ダルマパーラ像

初転法輪寺

野
生
司
香
雪
画
伯
顕
彰
会 

事
務
局

元
香
川
県
文
化
会
館 

学
芸
員

元
徳
島
文
理
大
学 

非
常
勤
講
師

溝
渕 

茂
樹

（
み
ぞ
ぶ
ち
・
し
げ
き
）
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ア
ジ
ア
音
楽
の
中
で
捉
え
な
お
そ
う
と
し
た
小
泉
は
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
音
楽
に
強
く
惹
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域
の
東
側

半
分
を
し
め
る
中
国
で
は
、
外
国
人
に
よ
る
単
独
調
査
は
長
ら

く
望
め
な
い
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
転
機
は
訪
れ
ま
す
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、ユ
ー

ラ
シ
ア
の
音
楽
文
化
の
調
査
・
招
聘
・
交
流
事
業
に
着
手
し
た

一
般
財
団
法
人
民
主
音
楽
協
会
が
、
小
泉
教
授
に
協
力
を
仰
ぎ
、

教
授
は
三
次
に
わ
た
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
音
楽
調
査
を
団
長
と
し

て
率
い
た
の
で
す
。
第
一
次（
一
九
七
七
）は
モ
ン
ゴ
ル
、ソ
連
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
を
巡
り
ま
し
た
。
第
二
次

（
一
九
八
〇
）で
は
中
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
に
赴
き
、
敦
煌
莫
高
窟

や
ク
チ
ャ
遺
跡
で
音
楽
舞
踊
壁
画
群
の
本
格
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
天
山
北
路
と
南
路
の
撥
弦
楽
器
レ
ワ
ー
プ
の
奏

法
を
比
較
し
、
三
味
線
や
琵
琶
の
源
流
を
示
唆
し
ま
し
た
。
第

三
次（
一
九
八
二
）は
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
、
中
国
で
各
地
の
旋
回

舞
踊
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
音
楽
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
岸
辺
成
雄
氏
や

林
謙
三
氏
ら
の
優
れ
た
文
献
研
究
が
戦
前
か
ら
存
在
し
ま
す
。

彼
ら
先
達
に
対
し
て
小
泉
は
、
楽
器
や
音
楽
の
伝
播
に
つ
い

て
立
て
た
仮
説
を
現
地
調
査
の
知
見
で
補
完
す
る
と
い
う
、
ユ

ニ
ー
ク
な
方
法
論
を
用
い
た
の
で
す
。
調
査
後
に
日
本
各
地
で

開
か
れ
た
民
音
主
催
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト（
民
音
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
音
楽
の
旅
）で
も
教
授
は
企
画
進
行
役
を
つ
と
め
、

当
時
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
ブ
ー
ム
も
相
ま
っ
て
熱
烈
な
聴
衆
を

獲
得
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
裏
に
は
、
政
治
的
に
分
断
さ
れ
た

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
人
々
が
、
音
楽
の
舞
台
で
出
会
う
た
め
に
奔

走
す
る
教
授
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

 

小
泉
教
授
の
志
を
継
ぐ
事
業

 

Ｗ
ｅ
ｂ
教
材
「
ア
ジ
ア
の
楽
器
図
鑑
」

　

小
泉
教
授
は
ア
ジ
ア
人
同
士
が
音
楽
を
介
し
て
親
し
く
交

わ
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
継
ご
う
と
サ
イ
ト
の

制
作
を
始
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
や
静
止
画
・
録
音
・
テ
キ
ス

ト
な
ど
で
日
本
を
含
む
十
三
地
域
十
五
民
族
の
伝
統
楽
器
と
そ

の
音
楽
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
以
外
に
各
国
の
言

葉
や
生
活
面
に
も
関
心
を
持
た
せ
る
工
夫
を
こ
ら
し
て
き
ま
し

た
。
本
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
や
本
学
大
学
美
術
館
の
協
力
を
得

て
、
邦
楽
器
や
能
楽
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
っ
た
こ
の
サ
イ
ト
は
、

音
楽
教
育
や
伝
統
音
楽
の
演
奏
者
養
成
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
小
泉
資
料
室

　

当
室
は
資
料
の
公
開
や
「
ア
ジ
ア
の
楽
器
図
鑑
」
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
は
、
教
授
の
調
査
録
音
を
伝
統
文
化
の
継

承
や
再
生
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
現
地
に
お
返
し
す
る

仕
事
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
泉
は
、
研
究
成
果
を
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
し
、
多
く

の
日
本
人
に
世
界
音
楽
へ
の
扉
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
早
く
か

ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
な
ど
、
伝
統

的
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
性
を
持
つ
研
究
者

で
も
あ
り
ま
し
た
。
小
泉
の
知
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
故
人
の
研

究
遺
産
に
も
流
れ
て
い
ま
す
。
小
泉
を
直
接
ご
存
知
な
い
方
々

に
も
当
室
で
そ
の
一
端
に
触
れ
て
、
小
泉
文
夫
と
い
う
稀
有
な

人
物
を
、
ぜ
ひ
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
泉
文
夫
記
念
資
料
室　

尾
高
暁
子
、
松
村
智
郁
子
、
大
原

崇
嘉
）

第３次民音シルクロード音楽舞踊考察団より
トルコで舞踊音楽の録音をする小泉文夫団長（1982）
©（一財）民主音楽協会

Web教材「アジアの楽器図鑑」より
中国ウイグル族のラワープ

東京藝術大学 音楽学部 小泉文夫記念資料室
〒110-8714　東京都台東区上野公園12-8
https://www.geidai.ac.jp/labs/koizumi/index.htm　 
【JR】上野駅・鴬谷駅 下車徒歩10分
【地下鉄】銀座線・日比谷線上野駅 下車徒歩15分
　　　　 千代田線・根津駅 下車徒歩約10分

当室の所蔵資料は、学外の方も閲覧・視聴いただけます(無料)。 
ご希望の方は当室サイトの利用案内からご予約ください。 

◉所蔵資料うちわけ
楽器：約800点
図書：日本語 約3,600冊／外国語 約1,500冊 
楽譜：940冊、雑誌：日本語 約430種／外国語 約50種 
録音テープ：2,324点、映像資料：60点 
LPレコード：3,377点（国内盤2,517点／外国盤860点） 
カラー・スライド：約16,000点 
プリント写真・絵はがき：21,000点以上 、民族衣裳：58点
その他フィールドノートなど研究資料：3,000ファイル以上
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小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
と
は
？

　

当
室
は
、
世
界
的
な
音
楽
民
族
学
者
、
故
小
泉
文
夫
音
楽
学

部
元
教
授（
一
九
二
七
〜
八
三
）が
収
集
し
た
世
界
音
楽
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
、
学
内
外
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
と
び
き
り
の
笑
顔

で
誰
と
で
も
打
ち
解
け
、
十
数
カ
国
語
に
通
じ
た
教
授
は
世
界

を
め
ぐ
り
、「
人
間
に
と
っ
て
音
楽
と
は
何
か
」
と
問
い
続
け
ま

し
た
。
五
十
六
歳
で
急
逝
し
た
一
九
八
三
年
、
小
泉
が
広
範
な

調
査
で
入
手
し
た
楽
器
や
音
響
資
料
、書
籍
、フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー

ト
、
写
真
、
民
族
衣
装
な
ど
研
究
遺
産
一
式
を
、
音
楽
研
究
の

進
展
を
願
う
ご
遺
族
が
本
学
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

も
と
に
、
一
九
八
五
年
に
当
室
が
開
設
さ
れ
、
故
人
の
業
績
に

関
す
る
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
今
日
に
至
り
ま
す
。

 
世
界
音
楽
の
魅
力
を
語
る
人

　

小
泉
は
、
豊
か
な
現
地
調
査
の
体
験
に
基
づ
き
世
界
音
楽
の

魅
力
を
語
る
人
で
し
た
。『
絲
綢
之
路
』の
読
者
諸
氏
に
も
、
教

授
が
長
年
出
演
し
た
ラ
ジ
オ
番
組
「
世
界
の
民
族
音
楽
」
で
、

あ
の
名
調
子
に
耳

を
傾
け
た
方
が
お

い
で
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

小
泉
は
東
京

に
生
ま
れ
、
東
京

大
学
文
学
部
で
美

学
を
専
攻
し
ま
し

た
。
在
学
中
に
、

故
吉
川
英
史
講
師

の
講
義
に
接
し
て

日
本
伝
統
音
楽

の
研
究
を
志
し
、
の
ち
に
町
田
佳か

聲し
ょ
う

監
修『
日
本
民
謡
大
観
』

や
、平
凡
社『
音
楽
大
事
典
』の
編
集
に
も
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。

一
九
五
八
年
に
東
京
大
学
大
学
院
に
修
士
論
文
「
日
本
伝
統
音

楽
の
研
究
に
関
す
る
方
法
論
と
基
礎
的
諸
問
題
」（
後
の『
日
本

伝
統
音
楽
の
研
究
』）
を
提
出
し
、
比
較
音
楽
学
の
観
点
か
ら
日

本
音
楽
の
音
階
分
析
論
を
示
し
ま
す
。　

　

こ
の
論
文
の
執
筆
時
か
ら
、
小
泉
の
関
心
は
日
本
音
楽
の
比

較
対
象
と
な
る
ア
ジ
ア
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
一
九
五
六

年
か
ら
二
年
間
、
イ
ン
ド
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
、
マ
ド
ラ

ス
と
ラ
ク
ナ
ウ
の
音
楽
学
校
で
イ
ン
ド
音
楽
の
実
技
を
学
び
な

が
ら
、
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
起
点
に
、
ナ
イ
ル
河
上

流
の
民
俗
音
楽（
一
九
六
四
）、
カ
ナ
ダ
と
ア
ラ
ス
カ
の
エ
ス
キ

モ
ー
（
一
九
六
七
〜
六
八
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
一
九
七
二
）
ほ

か
、
怒
涛
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
始
ま
り
ま
す
。
調
査
地
は

日
本
を
含
め
三
十
数
カ
国
に
お
よ
び
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
世

界
音
楽
を
通
文
化
的
に
俯
瞰
す
る
視
点
が
固
ま
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

 

小
泉
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
音
楽

　

日
本
の
伝
統
音
楽
に
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
交
流
し
た
多

民
族
の
遺
伝
子
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
本
音
楽
を

人
間
に
と
っ
て
、
音
楽
と
は
何
か
？

こ
の
答
え
を
求
め
て
世
界
を
駆
け
め
ぐ
っ
た

熱
血
の
研
究
者
の
生
涯
を
見
る
!

小泉文夫記念資料室内の楽器棚（インドの楽器）

自宅で楽器に囲まれる小泉文夫（1980年頃）
＊当室ではこれらの楽器を展示しています。

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部 

小
泉
文
夫
記
念
資
料
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　―
―
「
世
界
を
聴
い
た
男
」の
研
究
遺
産
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あ
る
武
田
明
倫
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
季
節
は

夏
で
あ
っ
た
。
先
生
は
「
再
来
年
の
受
験
に
は
間
に
合
う
よ
う

に
し
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、「
来
年
の
春
、
受
験
し
た

い
の
で
す
が
？
」「
そ
れ
は
無
理
で
す
」「
そ
こ
を
何
と
か・・・」「
い

や
無
理
で
す
」「
人
生
の
進
路
を
か
け
て
ま
す
！
」「
わ
か
り
ま

し
た
。
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」、
こ
う
し
て
ピ
ア
ノ
が
弾
け
な
い

者
に
、
楽
典
を
半
年
で
教
え
る
と
い
う
難
業
を
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
武
田
明
倫
先
生
の
お
か
げ
で
現
役
合
格
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
こ
の
こ
と
が
自
信
に
な
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

人
生
の
大
恩
人
で
あ
る
。

　
　

 

藝
大
と
共
に
（
一
）

　

十
八
歳
で
藝
大
音
楽
学
部
邦
楽
科
に
入
学
以
来
、
四
十
九
年

間
宝
生
流
能
楽
師
で
あ
る
と
共
に
、
学
生
・
非
常
勤
講
師
・
常

勤
教
員
と
し
て
藝
大
に
携
わ
っ
て
き
た
。
学
生
時
代
は
能
楽
師

と
し
て
の
修
行
も
盛
り
の
時
で
、
大
学
で
の
レ
ッ
ス
ン
・
授
業

の
合
間
を
縫
っ
て
、
流
儀
の
稽
古
や
催
し
に
駆
け
つ
け
て
い
た
。

こ
れ
が
日
常
で
あ
り
、
あ
ま
り
他
専
攻
の
方
々
と
の
交
遊
は
な

か
っ
た
。
藝
大
の
良
さ
が
わ
か
っ
て
き
た
の
は
常
勤
に
な
っ
て

か
ら
で
、
才
能
の
宝
庫
に
身
を
置
け
る
喜
び
と
苦
悩
を
味
わ
え

た
の
は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
我
に

は
常
識
で
あ
る
こ
と
が
他
で
は
非
常
識
、
当
た
り
前
の
事
が
当

た
り
前
で
は
な
い
。
昔
、

楽
屋
で
は
稽
古
、
藝
大

で
は
レ
ッ
ス
ン
と
言
い

分
け
て
お
ら
れ
た
先
生

が
い
ら
し
た
。
そ
の
時

は
あ
ま
り
気
に
も
と
め

な
か
っ
た
の
だ
が
、
学

生
に
教
え
る
よ
う
に

な
っ
て
、
こ
れ
は
大
事

な
事
な
の
だ
と
気
付
い

た
。
藝
の
伝
承
に
お
い

て
は『
稽
古
』
が
大
事
で

あ
る
が
大
学
に
お
い
て

は『
レ
ッ
ス
ン
』で
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

 

藝
大
と
共
に
（
二
）

　

藝
大
に
携
わ
る
ま
で
は
、
能
楽
は
男
性
の
な
す
芸
能
だ
と
固

く
思
っ
て
い
た
。
女
性
は
趣
味
と
し
て
嗜た
し
なん

で
も
ら
え
ば
結
構

で
、
プ
ロ
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
た
。
だ
が

藝
大
で
他
ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
と
接
し
、
そ
の
思
い
が
逆
に
疑
問

に
思
え
て
き
た
。
能
楽
は
男
性
の
な
す
芸
能
と
の
思
い
は
変
わ

ら
な
い
が
、
女
性
は
無
理
だ
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
如い
か

何が

な
も

の
で
あ
ろ
う
と
の
思
い
が
生
じ
て
き
た
。
世ぜ

阿あ

弥み

よ
り
大
成
し

て
き
た
能
楽
は
ま
さ
し
く
男
性
の
も
の
で
、
女
性
の
な
す
余
地

は
無
か
っ
た
。
だ
が
近
年
、
各
役
・
各
流
儀
に
お
い
て
は
全
て

で
は
な
い
が
女
性
も
プ
ロ
の
能
楽
師
と
認
め
ら
れ
、
国
か
ら
も

総
合
指
定
を
受
け
ら
れ
る
人
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
先
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
か
は
計
り
知
れ
な
い
が
、
女
性
も
ス
タ
ー

ト
に
立
て
た
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

 

藝
大
と
共
に
（
三
）

　

世
の
移
り
変
わ
り
は
計
り
知
れ
ず
、
混
沌
と
し
た
時
代
に

な
っ
て
い
る
現
在
か
ら
未
来
に
向
け
て
、
変
わ
ら
ず
守
っ
て
ゆ

く
も
の
と
、
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
も
の
と
を
見
極
め
る
素

養
が
大
事
と
さ
れ
る
。

　

藝
大
に
お
い
て「
和
楽
の
美
」と
い
う
公
演
が
毎
年
一
回
開
催

さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
邦
楽
科
全
専
攻
と
美
術
学
部
に
よ
る
舞

台
美
術
の
融
合
か
ら
始
ま
り
、
洋
楽
も
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
参
加

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
身
に
と
っ
て
は
、
観
世
流
と

の
異
流
同
演
・
生
田
流
箏
曲
合
奏
で
の
創
作
舞
・
白
塗
り
メ
イ

ク
を
し
て
の
立
居
振
る
舞
い
等
、
藝
大
に
在
籍
し
て
い
な
け
れ

ば
体
験
出
来
な
か
っ
た
貴
重
な
公
演
で
あ
る
。
こ
れ
に
第
一
回

よ
り
参
加
出
来
た
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
大
事
な
財
産
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

 

一
能
楽
師
と
し
て

　

こ
の
三
月
で
藝
大
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
五
十
年
近

く
藝
大
に
携
わ
っ
て
得
た
財
産
を
、
後
進
に
も
傳
え
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
傳
え
方
も
直
接
の

指
導
は
も
と
よ
り
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
自
身
の
舞
台
の
充
実
に

重
き
を
置
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
直
接
の
稽
古
は
も
と
よ
り

大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
稽
古
を
つ
け
て
く
れ
る
師
と
は
い
ず

れ
別
れ
を
迎
え
る
。
七
十
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
充
実
し
た
舞

台
を
勤
め
る
こ
と
が
、
後
に
続
く
者
へ
の
な
に
よ
り
の
道
し
る

べ
に
な
る
と
思
う
に
至
っ
た
。
そ
の
為
に
体
調
管
理
を
十
分
に

行
な
い
、
今
ま
で
以
上
に
自
身
の
稽
古
に
精
進
せ
ね
ば
と
思
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
と
気
を
引
き
締
め
て
進
ん
で
行

く
所
存
で
あ
る
。

仕舞「砧（きぬた）」

藝大公演「和楽の美」第１回公演「熊野（ゆや）の物語」

筆
者
略
歴

一
九
五
四
年
東
京
生
ま
れ
。
一
九
六
〇
年
能
楽
シ
テ
方
宝

生
流
宗
家 

宝
生
九
郎
重
英
師
に
入
門
。
以
来
十
八
代
宗
家 

宝
生
英
雄
師
・
父 

武
田
喜よ
し

永な
が

・
高
橋
章
師
に
師
事
。
流
儀

職
分
と
し
て
従
事
。（
公
社
）宝
生
会
常
務
理
事（
公
社
）能

楽
協
会
会
員（
一
社
）日
本
能
楽
会
理
事

一
九
七
七
年
東
京
藝
術
大
学
安
宅
賞
を
受
賞
し
て
卒
業
。

八
十
四
年
よ
り
九
十
五
年
ま
で
延
十
年
間
非
常
勤
講
師
。

九
十
五
年
助
教
授
。
二
〇
〇
七
年
教
授
。
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能
楽
の
家
に
生
ま
れ
て

　

能
楽
師
の
家
に
生
ま
れ
た
私
は
、
何
の
抵
抗
も
無
く
謡う
た
い・

仕し

舞ま
い

の
稽
古
を
始
め
て
い
た
。
お
そ
ら
く
母
の
胎
内
に
て
、
父

や
お
弟
子
達
の
謡
声
を
聞
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
五
歳
の

時
に
能
楽
シ
テ
方
宝
生
流 

十
七
代
宗
家 

宝ほ
う
し
ょ
う
く
ろ
う
し
げ
ふ
さ

生
九
郎
重
英
師
に

入
門
し
、
子
方（
子
役
）
よ
り
今
日
ま
で
六
十
余
年
に
渡
り
、

舞
台
を
踏
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

子
供
時
代
の
稽
古
は
、
後
の
十
八
代
宗
家 

宝
生
英ふ
さ

雄お

師
に
つ

け
て
い
た
だ
き
、
日
々
の
稽
古
は
父
が
み
て
く
れ
て
い
た
。
ど

ち
ら
の
稽
古
も
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に
英
雄
師
の
稽

古
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
、
出
来
が
悪
い
と
怒ど

鳴な

ら
れ
る
こ
と

が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
。
今
思
い
返
し
て
み
て
も
、
稽
古
は
も

と
よ
り
舞
台
の
出
来
の
こ
と
で
は
褒ほ

め
ら
れ
た
こ
と
は
無
か
っ

た
と
思
う
。
稽
古
の
終
り
に
「
よ
し
」
と
声
が
掛
る
の
だ
が
、

意
味
合
い
と
し
て「
そ
こ
ま
で
で
よ
い
」で
あ
り
、「
そ
れ
で
よ
い
」

で
は
無
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。稽
古
の
形
は
人
や
時
代
に
よ
っ

て
色
々
で
あ
る
が
、
自
分
に
と
っ
て
は
有
難
い
稽
古
を
受
け
ら

れ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

　
　

 

変
化
と
不
安

　

子
方
が
勤
め
ら
れ
る
年
代
が
終
り
、
中
学
生
頃
よ
り
本
格
的

な
稽
古
に
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
丁
度
変
声
期
に
あ
た
り

辛
い
思
い
を
し
た
。
中
学
・
高
校
時
代
は
思
春
期
で
私
も
そ
の

例
外
で
は
無
く
、
思
い
悩
ん
で
い
た
。
声
が
思
う
よ
う
に
出
せ

ず
、
身
長
も
伸
び
、
腰
が
定
ま
ら
ず
、
無
様
な
自
分
に
嫌
気
が

さ
し
て
い
た
。
こ
の
道
が
務
ま
る
の
か
自
信
が
無
く
な
り
、
暗

中
模
索
す
る
時
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
時
期
を
脱
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
藝
大
受
験
で
あ
っ
た
。
何
も
せ
ず
家
業
を
あ

き
ら
め
る
の
は
悔
い
が
残
る
し
、
親
に
対
し
て
も
申
し
訳
な
い
。

一
念
発
起
し
て
受
験
を
志
す
と
、
そ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ

た
。
自
分
に
は
音
楽
の
素
養
が
無
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
高
校

三
年
の
春
で
あ
っ
た
。
父
に
相
談
す
る
と「
と
に
か
く
や
る
だ

け
や
っ
て
み
ろ
」
と
い
う
こ
と
で
、
父
の
お
弟
子
の
御
子
息
で

東
京
藝
術
大
学

音
楽
学
部
教
授

武
田 

孝
史

（
た
け
だ
・
た
か
し
）

六
〇
〇
年
余
の
歴
史
を
誇
る
日
本
を
代
表
す
る

古
典
芸
能
で
あ
る
「
能
」。

幼
時
よ
り
こ
の
世
界
で
厳
し
い
修
行
を
積
ん
だ

筆
者
が
「
能
」
の
未
来
に
熱
い
期
待
を
寄
せ
る
。

親子三代
左より 父 喜永、筆者、祖父 光雲

イタリア公演（於 カッラーラ）

能「安宅（あたか）」

遥
か
な
る
道 

―
― 

私
の
来
し
方



か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
至
宝
と
も
言
う
べ
き

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
財
を
守
る
こ
と
は
、

そ
こ
に
住
む
人
々
へ
の
支
援
で
も
あ
る
。
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う
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
今
後
は
予
断
を
許
さ
な
い
。
一
部

の
公
務
員
へ
の
給
与
支
払
い
は
始
ま
っ
た
と
の
報
道
も
あ
る

が
、
博
物
館
の
職
員
た
ち
は
こ
こ
四
か
月
無
給
で
収
蔵
品
を

守
っ
て
い
る
。
国
土
の
八
割
を
占
め
る
山
岳
地
帯
で
は
、
寒
さ

を
し
の
ぐ
術
も
な
い
多
く
の
貧
し
い
人
々
が
厳
し
い
冬
を
迎
え

て
い
る
。
国
連
世
界
食
糧
計
画（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
は
国
民
の
半
分
以

上
に
あ
た
る
二
二
八
〇
万
人
が
こ
の
十
一
月
以
降
に
は
飢
餓
状

態
に
な
る
と
の
警
告
を
発
し
た
。
苦
し
む
の
は
い
つ
の
時
代
に

も
無む

辜こ

の
民
で
あ
る
。
国
際
社
会
の
一
刻
も
早
い
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

平
山
郁
夫
先
生
の

「
心
」
を
世
界
に
む
け
て

　

二
〇
〇
二
年
に
カ
ブ
ー
ル
で
開
か
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
会
議
に

同
席
し
た
と
き
の
、
平
山
郁
夫
先
生
の
切
々
と
し
た
訴
え
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　
「
多
大
の
費
用
を
か
け
た
バ
ー
ミ
ヤ
ン
大
仏
の
復
元
を
声
高

に
叫
ぶ
前
に
、多
く
の
貧
困
に
あ
え
ぐ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々

に
救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
…
」

　

大
仏
破
壊
後
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
石
窟
の
保
存
修
復
事
業
は
ま
だ

そ
の
途
上
に
あ
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
巨
大
仏
教
遺
跡
の
発
見

と
し
て
注
目
さ

れ
た
メ
ス
ア
イ

ナ
ク
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
仏
頭

や
壁
画
の
一
部

は
、
東
京
藝
術

大
学
で
の
修
復

が
終
わ
っ
て
、

こ
の
春
カ
ブ
ー

ル
に
送
り
返

し
た
ば
か
り
で

あ
る
。
そ
の
メ

ス
ア
イ
ナ
ク
で

は
、
中
国
企
業

に
よ
る
銅
鉱
山
開
発
が
タ
リ
バ
ン
政
権
の
許
可
を
得
て
再
開
さ

れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
鉱
山
の
上
に
あ
る

仏
教
遺
跡
は
ま
さ
に
風
前
の
灯
火
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
以
下
の
よ
う
な
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
展
覧
会
場
に

掲
げ
る
と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
私
た
ち
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
持
続
的
な
平
和
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
文
明
の
十
字
路
と
い
わ
れ
る
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
は
私
た
ち
日
本
の
古
代
文
化
に
つ
な
が
る
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
遺
産
の
宝
庫
で
す
。
か
け
が
え
の
な
い
人
類
遺
産
を
何
と
し

て
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

　
ま
た
故
平
山
郁
夫
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
救
済
し
た
「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
流
出
文
化
財
」
は
二
〇
一
六
年
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
帰
還
し
、
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

輝
き
を
人
々
に
教
え
、
多
く
の
若
者
が
自
ら
の
国
の
歴
史
と
文

化
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
喜
び
の
声

が
届
き
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
遺
産
は
《
比
類
な

き
人
類
共
通
の
文
化
遺
産
》
と
し
て
保
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、

再
び
戦
火
に
晒
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
訴
え
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
こ
れ
以
上
の

流
血
は
絶
対
に
避
け
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
世
界
へ
繋
ぐ
文
化

遺
産
を
再
び
戦
火
に
晒
さ
せ
な
い
た
め
に
世
界
は
い
ま
大
き
な

声
を
揚
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
人
類
共
通
の
叡
智
の
集
積
で
あ
る
文
化
遺
産
は
新
た
な
和
平

と
持
続
す
る
平
和
へ
の
歩
み
に
か
な
ら
ず
や
光
を
投
げ
か
け
て

く
る
も
の
と
願
い
な
が
ら
…

　

弥
勒
は
釈
迦
の
入
滅
後
、
五
六
億
七
〇
〇
〇
万
年
の
後
に
地

上
に
降
り
立
ち
、
釈
迦
の
説
法
に
漏
れ
た
無
数
の
衆
生
を
救
済

し
て
く
れ
る
と
い
う
。
弥
勒
の
下げ
し
ょ
う生

ま
で
は
待
た
ず
と
も
せ
め

て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
に
平
穏
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。

バーミヤン石窟

展覧会場

筆
者
紹
介

N
H
K
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
文
明
・
歴
史
・
美
術
に

関
連
す
る
特
集
番
組
の
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
。
代
表
作

「
大
黄
河
」「
大
モ
ン
ゴ
ル
」「
中
国
12
億
人
の
改
革
開
放
」「
家

族
の
肖
像
」「
四
大
文
明
」「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」。
現
在
は

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
文
化
遺
産
保
護
に
取
り
組
む
。

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
至
宝
と
も
言
う
べ
き

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
財
を
守
る
こ
と
は
、

そ
こ
に
住
む
人
々
へ
の
支
援
で
も
あ
る
。

み
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く
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勒
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「
青
の
弥
勒
」
復
元
に
か
け
た
熱
意

　

昨
年
八
月
十
五
日
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
変
は
「
突
然
の
事

態
」
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
は
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
で
九
月
十
日
か
ら
開

催
す
る「
み
ろ
く
〜
終
わ
り
の
彼
方
・
弥
勒
の
世
界
展
」
の
準

備
に
奔
走
し
て
い
た
最
中
で
、
こ
の
展
覧
会
で
は
二
十
年
前
に

タ
リ
バ
ン
過
激
派
の
手
に
よ
っ
て
東
西
二
つ
の
大
仏
と
同
時
に

爆
破
さ
れ
て
失
わ
れ
た
バ
ー
ミ
ヤ
ン
石
窟
の「
青
の
弥
勒
」
と

呼
ば
れ
た
巨
大
壁
画
を
復
元
し
て
展
示
す
る
予
定
だ
っ
た
。
五
年

前
に
復
元
し
た
東
大
仏
の
天
蓋
を
飾
っ
て
い
た『
天あ
ま

翔か

け
る
太

陽
神
』
と
並
べ
て
展
示
す
る
こ
と
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化

遺
産
の
恒
常
的
な
保
存
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
発
信

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
こ
と
も

あ
ろ
う
に
、
破
壊
の
当
事
者
と
さ
れ
て
い
た
タ
リ
バ
ン
政
権
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
時
計
の
針
が
一
気
に
二
十
年
巻
き
戻

さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
戸
惑
い
の
中
で
展
覧
会
の
準
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
青
の
弥
勒
」
の
復
元
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
研
究
の

権
威
で
あ
り
、
東
京
藝
術
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
の
一
員
で
あ
る
前
田
耕
作
先
生
の
念
願
だ
っ
た
。
ま
た
、

二
〇
〇
一
年
の
大

仏
爆
破
を
き
っ
か

け
に
、
故
平
山
郁

夫
画
伯
の
呼
び

か
け
で
始
ま
っ
た

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

文
化
遺
産
保
護
活

動
」
の
集
大
成
と

考
え
て
い
た
。
こ

の
二
十
年
の
間
に

国
際
機
関
や
世
界

各
国
の
支
援
で
、

バ
ー
ミ
ヤ
ン
石
窟

の
修
復
保
護
作
業
も
進
ん
で
い
た
。
ト
ラ
ン
プ
元
大
統
領
が

二
〇
二
〇
年
二
月
に
発
表
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
撤
退
宣
言
か
ら
、
若
干
の
危
惧
は
抱
い
て
い
た
が
、
二
十
年

続
い
た
民
主
政
権
の
完
全
崩
壊
・
タ
リ
バ
ン
政
権
へ
の
先
祖
返

り
と
い
う
事
態
は
想
像
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
。

文
化
財
の
保
護
と
予
断
を
許
さ
な
い

タ
リ
バ
ン
政
権

　

コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
の
中
、
展
覧
会
は
何
と
か
開
幕
に
漕

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
青
の
弥
勒
は
か
つ
て
の
ラ

ピ
ス
ラ
ズ
リ
の
輝
き
を
そ
の
ま
ま
に
原
寸
大
で
甦
っ
た
。
平
山

郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
の
所
蔵
品
や
敦
煌
莫
高
窟
最
古
の

窟
で
あ
る
二
七
五
窟
の
交
脚
弥
勒
像
な
ど
で
辿
る「
弥
勒
の
道
」

は
、
壮
大
な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
流
の
姿
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
か
け
が
え
の
な
い
人
類
遺
産
の
宝
庫
で
あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
改
め
て
光
を
あ
て
る
物
語
り
を
織
り
な
せ
た
と
確
信
し

て
い
る
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
事
態
の
急
変
を
受
け
て
、
私
た
ち
は
予

定
し
て
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
急
遽
「
危
機

に
瀕
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
遺
産
」
と
題
し
て
、
混
乱
の

続
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
最
新
報
告
と
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
加

え
る
こ
と
に
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
立
博
物
館
の
館
長
や
、

カ
ブ
ー
ル
か
ら
自
衛
隊
機
で
緊
急
脱
出
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
安
井
浩
美
さ
ん
の
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
生
出
演
な
ど
で
、
で

き
る
限
り
直
近
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
を
伝
え
る
こ
と
を
主

眼
と
し
た
。
四
時
間
以
上
に
及
ぶ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
国
内
外
で

九
六
一
人
／
箇
所
を
繋
ぎ
、
中
国
で
は
敦
煌
研
究
院
や
中
国
人

民
大
学
、
山
西
省
文
物
局
な
ど
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
か
ら
も
参

加
が
あ
り
、
予
想
を
超
え
た
盛
況
と
な
っ
た
。

　

タ
リ
バ
ン
は
文
化
遺
産
の
保
護
を
約
束
し
、
博
物
館
や
バ
ー

ミ
ヤ
ン
石
窟
は
タ
リ
バ
ン
兵
士
た
ち
に
警
備
さ
れ
て
い
る
と
い

東
京
藝
術
大
学
特
任
教
授

井
上 

隆
史

（
い
の
う
え
・
た
か
し
）

甦った「青の弥勒」



「
笙
」
―
― 

響
銅
の
簧
か
ら
生
ま
れ
る
響
き

さ

　は
り

し
た

し
ょ
う
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の
で
す
。
ま
た
、
も
う
こ
れ
以
上
吸
い
た
く
な
い
の
に
、
吸

い
続
け
な
い
と
音
が
途
切
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
感
覚
は
、

ち
ょ
っ
と
他
の
楽
器
に
は
な
い
苦
労
で
し
ょ
う
。

　

吸
っ
て
も
音
が
出
る
楽
器
、
と
い
え
ば
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
思

い
出
し
ま
す
が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
場
合
、
ド
は
吹
き
、
レ
は

吸
う
な
ど
、
吹
い
て
出
る
音
と
吸
っ
て
出
る
音
が
違
い
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
吹
き
口
を
覗
く
と
、
金
属
の
リ
ー
ド
が
音
に

よ
っ
て
出
っ
張
っ
た
り
引
っ
込
ん
だ
り
し
て
い
る
の
が
見
え

ま
す
が
、
こ
う
し
た
リ
ー
ド
で
は
、
一
方
向
か
ら
の
空
気
の

流
れ
に
対
し
て
し
か
振
動
し
な
い
か
ら
で
す
。

　

で
は
笙
の
リ
ー
ド
（
簧し
た

）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と

い
う
と
、
薄
い
長
方
形
の
響さ

銅は
り

の
板
に
コ
の
字
の
よ
う
な
切

れ
込
み
が
あ
っ
て
、
内
側
の
部
分
が
こ
ち
ら
に
も
あ
ち
ら
に

も
動
き
ま
す
。
両
方
向
か
ら
の
空
気
の
流
れ
に
反
応
し
て
振

動
す
る
の
で
、
吹
い
て
も
吸
っ
て
も
音
が
出
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
実
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。
笙
の
よ
う
に
金
属
板
が

振
動
し
て
音
を
出
す
楽
器
に
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
だ
け
で
な
く
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
教
会
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
リ
ー
ド
の
振

動
は
一
方
向
で
す
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
蛇じ
ゃ

腹ば
ら

を
開
い
て
も

閉
じ
て
も
音
が
出
ま
す
が
、
開
い
た
と
き
に
音
を
出
す
リ
ー

ド
と
、
閉
じ
る
と
き
の
リ
ー
ド
は
別
で
、
一
音
毎
に
二
つ
の

リ
ー
ド
が
つ
い
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

リ
ー
ド
が
う
ま
く
振
動
す
る
よ
う
に
、
響
銅
の
上
に
は
、

孔く
じ
ゃ
く
い
し

雀
石
（
マ
ラ
カ
イ
ト
）
の
細
か
い
粉
を
水
で
溶
い
た
も
の

を
薄
く
塗
り
、
蜜み
つ

蝋ろ
う

と
松ま
つ

脂や
に

な
ど
を
混
ぜ
た
錘お
も
り
が
載
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
錘
の
量
を
少
し
増
減
す
る
こ
と
で
音
程
の
調

整
を
す
る
の
で
す
。
振
動
を
与
え
る
と
石
や
錘
が
飛
ん
で
し

ま
っ
て
音
が
狂
い
ま
す
か
ら
、
笙
奏
者
は
い
つ
も
大
切
そ
う

に
楽
器
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
笙
奏
者
は
演
奏
す
る
前
後
に
、
火
鉢
や
電
熱
器
の

上
で
楽
器
を
く
る
く
る
回
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
リ
ー
ド

が
う
ま
く
振
動
す
る
よ
う
に
温
め
て
い
る
の
で
す
。
呼
気

の
中
に
含
ま
れ
る
水
分
が
金
属
に
結け
つ

露ろ

し
て
し
ま
う
と
、
う

ま
く
振
動
せ
ず
、
音
が
出
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
常

に
自
分
の
体
温
よ
り
少
し
高
め
の
温
度
に
楽
器
を
温
め
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
笙
は
繊
細
な
だ
け
に
手
が
か
か
る
楽
器
な
の

で
す
。

　

笙
は
千
数
百
年
前
に
中
国
大
陸
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
き
た

の
で
す
が
、今
も
中
国
、タ
イ
、ラ
オ
ス
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
笙

の
仲
間
が
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。ひ
ょ
う
た
ん
に
葦
を
差
し

た
少
数
民
族
の
笙
は
、踊
り
な
が
ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
演
奏
さ

れ
た
り
し
ま
す
。音
数
を
増
や
す
た
め
に
竹
を
三
十
本
以
上

に
増
や
し
て
進
化
し
た
大
型
笙
も
あ
り
ま
す
。土
地
に
よ
っ

て
形
も
演
奏
ス
タ
イ
ル
も
様
々
な
の
で
す
。

　

日
本
の
笙
は
、
正
倉
院
の
笙
か
ら
ほ
と
ん
ど
姿
を
変
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
で
は
古
典
雅
楽
で
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
は

な
く
、
現
代
音
楽
の
シ
ー
ン
で
も
大
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
た
っ
た
十
五
の
音
し
か
出
せ
な
い
の
に
、
こ

ん
な
に
い
ろ
ん
な
世
界
が
表
現
で
き
る
の
か
と
驚
く
ば
か
り

で
す
。

　

さ
て
、
私
は
雅
楽
の
中
で
主
に
篳
篥
を
演
奏
し
て
い
ま
す

の
で
、
い
つ
も
笙
の
息
遣
い
を
隣
に
感
じ
な
が
ら
演
奏
し
て

い
ま
す
。
笙
は
旋
律
の
背
景
と
な
っ
て
静
か
に
吹
い
て
い
る

楽
器
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
と
ん
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
旋
律
楽
器
が
息
を
取
る
四
拍
目
に
、
笙
が
息

を
強
く
張
っ
て
旋
律
に
先
ん
じ
て
次
の
和
音
へ
移
る
の
で
す

が
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
息
遣
い
に
影
響
を
受
け
て
、
篳
篥

の
吹
き
方
が
定
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
合
奏
の
進
み
方
や
雰
囲

気
を
方
向
づ
け
る
裏
の
ボ
ス
は
笙
奏
者
で
は
な
い
か
、
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
魅
力
を
も
つ
笙
。
機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
響
き
に
、

是
非
一
度
耳
を
傾
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　

世
界
の
笙

笙の管を外し、内側を上にして並べ
たところ。下部の四角い部分がリー
ド（簧）。上部の四角い穴までの長さ
が共鳴管となります。

笙のリード（簧）。

凵

の形に切り込
みを入れた響銅の上に、孔雀石の
青い粉を塗り、上部に黒い錘を乗
せてあります。

ハーモニカのリード。金属板の上部、
または下部にリードが取付けられて
いるので、交互に出っ張ったり引っ込
んだりしています。

葫蘆笙（フールーシェン）
少数民族の用いる笙。ひょうたんに
竹管5本が差し込まれている。
（民音音楽博物館所蔵）

筆
者
略
歴

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
学
専
攻
修
了
。
大
学
時
代
に

雅
楽
と
出
会
い
、
雅
楽
全
般
を
芝
祐
靖
氏
、
篳
篥
と
左
舞

を
大
窪
永
夫
氏
、
笙
と
古
代
歌
謡
を
豊
英
秋
氏
ら
に
師
事
。

雅
楽
古
典
、
現
代
作
品
を
、
国
内
各
地
、
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
音
楽
祭
な
ど
で
演
奏
。
洋
楽
、
邦
楽
、
聲
明
、
舞
踊
、

演
劇
、
書
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
と
も
共
演
し

て
い
る
。
ま
た
、
リ
サ
イ
タ
ル「
葦
の
風
」な
ど
で
、
篳
篥

ソ
ロ
曲
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
曲
を
多
数
委
嘱
初
演
し
、
そ
の

成
果
を
Ｃ
Ｄ「
ひ
ち
り
き
萬
華
鏡
」、「
胡
笳
の
声
」に
収
録
。

雅
楽
演
奏
団
体「
伶
楽
舎
」
メ
ン
バ
ー
。「
雅
楽
三
昧
中
村

さ
ん
ち
」、「
雅
楽
ト
リ
オ
千
歳
」な
ど
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
も
活

躍
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
松
尾
芸
能
賞
新
人
賞
を
受
賞
。

「
笙
」
―
― 

響
銅
の
簧
か
ら
生
ま
れ
る
響
き

さ

　は
り

し
た

し
ょ
う
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笙 　
　

 

は
じ
め
に

　
「
世
界
で
も
っ
と
も
古
く
か
ら
伝
わ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と

称
さ
れ
る
雅が

楽が
く

。
千
年
以
上
も
前
か
ら
こ
ん
な
多
様
な
楽
器

に
よ
る
合
奏
が
あ
っ
た
の
か
、
と
驚
か
さ
れ
ま
す
。
ど
れ
も

個
性
的
な
楽
器
で
す
が
、
今
回
は
、
と
り
わ
け
姿
も
音
色
も

魅
力
的
な
「
笙
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

笙
は
そ
の
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
音
が
、
天
か
ら
ま
っ

す
ぐ
差
し
込
む
光
に
も

た
と
え
ら
れ
る
、
美
し

い
、
繊
細
な
音
を
持
つ

楽
器
で
す
。
頭か
し
ら
と
呼
ば

れ
る
木
の
器
に
、
十
七

本
の
竹
が
丸
く
差
し
込

ま
れ
て
い
て
、
そ
の
う

ち
十
五
本
の
竹
か
ら
音

が
出
ま
す
。

　

竹
冠
に
生
き
る
と
書

い
て
「
笙
」
と
い
う
漢
字

に
な
り
ま
す
が
、
ま
る

で
竹
が
生
え
て
い
る
よ
う
な
姿
で
す
。
実
は
こ
れ
は
鳳
凰
が

羽
を
休
め
て
い
る
形
を
模
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、「
鳳ほ
う
し
ょ
う笙
」

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
雅
楽
の
横
笛
が
「
龍り
ゅ
う
て
き笛
」
と
呼

ば
れ
る
の
と
対
で
す
ね
。
架
空
の
霊
力
を
持
つ
動
物
の
名
を

冠
す
る
と
こ
ろ
に
、
人
々
の
こ
の
楽
器
に
対
す
る
神
聖
な
思

い
が
見
え
る
気
が
し
ま
す
。

　

姿
が
美
し
い
だ
け
で
な
く
、
笙
は
他
の
管
楽
器
に
は
で
き

な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
和
音
が
吹
け
る
こ
と
。

　

竹
の
下
の
方
に
小
さ
な
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
て
、
穴
を
指

で
押
さ
え
れ
ば
一
つ
の
竹
か
ら
音
が
一
つ
出
ま
す
。
通
常
、

左
手
は
小
指
を
除
く
四
本
、
右
手
は
親
指
と
人
差
し
指
の
二

本
、
計
六
つ
の
音
を
同
時
に
出
し
、
和
音
を
奏
で
て
い
ま
す
。

　

指
で
押
さ
え
る
竹
を
変
え
て
和
音
の
音
を
変
え
る
わ
け
で

す
が
、
実
は
左
手
の
中
指
と
人
差
し
指
は
ず
っ
と
離
さ
な
い

の
で
、
高
い
ラ
と
シ
の
音
が
常
に
鳴
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
二
音
が
い
わ
ゆ
る
ド
ロ
ー
ン
と
な
っ
て
、
独
特
の
雰
囲
気

を
醸か
も

し
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
笙
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
奏
法
は
、
吹
い
て
も

吸
っ
て
も
同
じ
音
が
出
せ
る
こ
と
。
そ
の
お
か
げ
で
一
〇
分

も
二
〇
分
も
、
音
を
途
切
れ
さ
せ
ず
に
ず
っ
と
吹
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

竹
を
通
し
て
呼
吸
を
し
て
生
き
る
か
ら
「
笙
」
と
い
う
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
深
呼
吸
を
す
る
こ
と
が
音
に
な
る
な

ん
て
素
敵
で
す
ね
。
た
だ
し
、
息
を
吐
き
き
っ
た
後
、
少
し

ず
つ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
吸
う
と
い
う
の
は
、
案
外
難
し
い
も

　
　

鳳
凰
が
羽
を
休
め
る
姿

　
　

和
音
を
奏
で
る

　
　

呼
吸
が
音
に
な
る

「
篳ひ

ち

篥り
き

」
と
な
ら
び
雅
楽
を
支
え
る

重
要
な
楽
器
で
あ
る
「
笙
」。

様
々
な
工
夫
が
凝こ

ら
さ
れ
た
中
か
ら

あ
の
優
雅
な
響
き
が
…
…
。

国
立
音
楽
大
学
非
常
勤
講
師

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師

中
村 

仁
美

（
な
か
む
ら
・
ひ
と
み
）

笙

右から笙、篳篥、龍笛の演奏（雅楽三昧 中村さんち）
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詳
細
は
当
財
団
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

（
電
話
：
〇
三
・
五
六
八
五
・
二
三
一
一
）

⑴
銀
行
振
込
又
は
郵
便
振
替

　

銀
行
振
込
や
郵
便
振
替
で
も
ご
寄
付
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

（
銀
行
振
込
）

　

○
三
井
住
友
銀
行　

上
野
支
店

　
　

普
通　

６
６
１
５
５
０
０

　

○
み
ず
ほ
銀
行　

上
野
支
店

　
　

普
通 　

４
４
７
８
５
７
６

　

○
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　

上
野
中
央
支
店

　
　

普
通　

０
７
９
６
３
８
４

（
郵
便
振
替
）

　

０
０
１
６
０
・
５
・
１
２
３
１
９

※ 

口
座
名
義
は
、
銀
行
、
郵
便
局
、
い
ず
れ
も

（
公
財
）
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

※ 

銀
行
振
込
の
場
合
、
振
込
者
の
確
認
が
難
し
い

た
め
、
財
団
事
務
局
に
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

⑵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ご
寄
付

　

次
の
手
順
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
又
は
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ご
寄

付
（
募
金
）
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

←
○
「
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ネ
ッ
ト
募
金
」

←
○
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」

←
○
「
文
化
財
保
存
修
復
支
援
募
金
」

←
○
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
又
は
「
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
」
を
選
択

←
○ 

募　

金

⑶
特
定
寄
付
信
託

　

信
託
し
た
金
銭
を
運
用
収
益
と
と
も
に
寄
付
す

る
も
の
で
す
。
当
財
団
は
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
と

特
定
寄
付
信
託
に
関
し
て
契
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

み
ず
ほ
信
託
銀
行

　
（
電
話
：
〇
三
・
三
二
七
四
・
九
二
〇
三
）　

⑷
遺
贈

　
「
遺
贈
」
に
よ
る
ご
寄
付
・
相
続
財
産
の
ご
寄
付

を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
遺
贈
」
と
は
、
遺
言
に
よ
り
、
ご
自
分
の
財
産

を
特
定
の
人
や
団
体
に
分
け
与
え
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
受
取
人
と
し
て
、
法
定
相
続
で
は
な
く
遺

言
書
に
よ
り
、
一
部
又
は
す
べ
て
の
財
産
の
受
取

人
と
し
て
、
公
益
財
団
法
人
文
化
財
保
護
・
芸
術

研
究
助
成
財
団
を
ご
指
定
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

財
団
に
寄
付
を
さ
れ
た
場
合
、
相
続
税
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遺
贈
を
ご
検
討
い
た
だ
く
際
は
、
お
電
話
か

メ
ー
ル
に
て
当
財
団
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

⑸
商
品
券
・
図
書
券
等
に
よ
る
寄
付

　

ご
家
庭
の
タ
ン
ス
や
事
務
室
の
机
の
中
等
で

眠
っ
て
い
る
、未
使
用
の
商
品
券
、図
書
券
、切
手
、

収
入
印
紙
、
ビ
ー
ル
券
、
お
米
券
、
旅
行
券
、
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
書
き
損
じ
葉

書
等
も
ご
寄
付
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

お
送
り
い
た
だ
く
場
合
は
、
当
財
団
事
務
局
宛

て
に
封
書
に
て
ご
郵
送
下
さ
い
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

●
税
法
上
の
優
遇
措
置

　

当
財
団
は
、「
公
益
財
団
法
人
」
と
し
て
の
認
定

を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
賛
助
会
費
・
寄
付
金

（
募
金
）
に
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
、

所
得
税
、
法
人
税
等
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

☆
財
団
案
内
及
び
賛
助
会
員
入
会
申
込
書
の
ご
請

求
、
そ
の
他
ご
質
問
等
お
問
い
合
わ
せ
は
財
団
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
財
団
副
理
事
長
の
青
柳
正
規
氏
が
、
令
和
三

年
度
の
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

顕
彰
の
お
知
ら
せ

⑴
令
和
四
年
度
助
成
金
の
申
請
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

令
和
四
年
度
助
成
事
業
に
か
か
る
助
成
金
申
請

に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
助

成
金
の
ご
案
内
欄
）
で
ご
確
認
下
さ
い
。

例
年
実
施
の
文
化
財
保
護
、
芸
術
研
究
に
係
る
助
成

事
業

（
申
請
期
間
）

　

令
和
四
年
一
月
十
日
〜
二
月
末
日
（
必
着
）

⑵
理
事
長
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

澤
和
樹
理
事
長
が
就
任
し
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
新
規
に
賛
助
会
員
に
入
会
さ
れ
た
方
、
及
び

三
万
円
以
上
ご
寄
付
を
頂
い
た
方
に
澤
和
樹
の
Ｃ

Ｄ
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
う
た
う 

日
本
の
こ
こ
ろ
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
賛
助
会
員
ご
入
会
、
ご
寄
付
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
賛
助
会
員
に
な
ら
れ
て
い
る
方
に

は
今
年
度
会
費
納
入
時
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

平
山
郁
夫
画
伯
は
、
日
本
文
化
の
源
流
た
る
中

国
の
文
化
に
敬
意
を
抱
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
本

年
は
日
中
国
交
正
常
化
五
〇
周
年
と
い
う
節
目
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
協
力
と
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

三
〇
周
年
を
記
念
し
、
祝
意
を
込
め
て
北
京
の

中
国
美
術
館
で「
平
山
郁
夫
芸
術
展
」が
開
催
さ
れ

お
知
ら
せ

今
号
の
表
紙  

平
山
郁
夫  

　
　
　
　
　
　
　
朝
陽
法
隆
寺　
奈
良　
二
〇
〇
八
年

ま
し
た
。
そ
の
時
、
画
伯
か
ら
中
国
政
府
へ
贈
呈

さ
れ
た
の
が
本
作
品
で
す
。

　
「
朝
陽
法
隆
寺 

奈
良
」は
、一
二
〇
号
の
大
作
で
、

釣
魚
台
国
賓
館
の
中
で
も
元
首
ク
ラ
ス
の
要
人
用

の
宿
泊
施
設
と
い
わ
れ

る
十
二
号
楼
に
飾
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す（
当
時
）。

　

こ
の
時
の
旅
が
、
平

山
画
伯
の
最
後
の
中

国
へ
の
旅
と
な
り
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
現
代
社
会

の
仕
組
み
を
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま
っ
た
感
が
し

ま
す
。
新
春
早
々
気
が
引
け
ま
す
が
、
富
士
山
の

噴
火
や
ら
東
南
海
大
地
震
襲
来
な
ど
が
喧
伝
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
終
結
も
ま
だ
見
通
し
が

立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

あ
れ
や
こ
れ
や
本
年
も
安
穏
と
し
た
年
は
期
待

薄
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
事
務
局
職
員

一
同
最
大
限
の
努
力
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
健
康
に
御
留
意
さ
れ
、
念
願
成
就
を
め
ざ
し
て

下
さ
い
。

編
集
後
記

広
報
誌 「
絲し
ち
ゅ
う
の
み
ち

綢
之
路
」
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
）

　
　
　

二
〇
二
二
年　

新
春
号 

通
巻
第
九
十
八
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

★
令
和
四
年
一
月
二
十
五
日
発
行

★
編
集
発
行
／
公
益
財
団
法
人 

文
化
財
保
護
・

　
　
　
　
　
　

芸
術
研
究
助
成
財
団　

事
務
局
Ⓒ

　

〒　
　

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
十
二

－

五
十

　

電　

話
（
〇
三
）
五
六
八
五

－

二
三
一
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
五
六
八
五

－

五
二
二
五

    U
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★
印
刷　

篠
田
印
刷
株
式
会
社
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東
京
藝
術
大
学 

露
木
雅
弥
「
和
楽
の
美
〜
古
の
花
」

東
京
藝
術
大
学 

井
上
隆
史

　
　
　「
み
ろ
く
ー
終
わ
り
の
彼
方
　
弥
勒
の
世
界
ー
」

■
国
際
協
力
事
業

　

研
究
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
審
査
の
上
、

次
の
と
お
り
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

申
請
数

採
択
数

決
定
金
額

二

一

四
十
万
円

■
重
点
助
成
事
業

⑴
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援
事
業

　

教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
が
あ
り
、
審
査
の
上
、

次
の
と
お
り
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

採
択
数

決
定
金
額

美
術
工
芸

一

四
十
万
円

建
造
物

一

三
十
万
円

⑵
昭
憲
皇
太
后
大
礼
服
研
究
修
復
復
元
支
援
事
業

　

大
聖
寺
門
跡
所
蔵
の
昭
憲
皇
太
后
大
礼
服

は
、
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
り
近
代
日
本
の
象

徴
的
遺
産
と
し
て
文
化
財
的
価
値
が
高
い
。
経

年
劣
化
著
し
い
大
礼
服
の
修
復
、
欠
失
し
て
い

る
部
分
（
ス
カ
ー
ト
）
の
復
元
の
た
め
、
令
和

元
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
募
金
を
行
い
昭

憲
皇
太
后
大
礼
服
の
研
究
・
修
復
・
復
元
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
五
年
計
画
の
三
年
目
で
す
。

⑶
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
（
イ
ン
ド
）
野
生
司
香
雪
仏
伝

壁
画
保
全
支
援
事
業

　

日
本
画
家
・
野
生
司
香
雪
は
、
約
八
十
年
前

に
イ
ン
ド
の
聖
地
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
初
転
法
輪

寺
で
仏
伝
壁
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
で
は

我
が
国
在
外
の
稀
有
な
近
代
芸
術
の
文
化
財
で

す
。

　

そ
の
仏
伝
壁
画
は
、
経
年
劣
化
が
進
み
剥
落

が
激
し
く
保
全
措
置
が
必
要
と
な
り
、
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
四
年
度
ま
で
募
金
を
行
い
、
仏

伝
壁
画
の
保
全
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
四
年
計
画
の
三
年
目
で
す
。

⑷
尼
門
跡
寺
院
文
化
財
保
存
修
復
助
成
事
業

　

本
事
業
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
企
業
等
の

ご
支
援
を
受
け
て
毎
年
一
件
の
助
成
を
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

令
和
二
年
度
か
ら
、「
眞
如
寺
蔵
・
無
外
如

大
禅
尼
像
他
研
究
修
復
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、 

令
和
二
年
度
か
ら
令
和
五
年
度

ま
で
募
金
を
行
い
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
四
年
計
画
の
二
年
目
で
す
。

⑸
そ
の
他
（
東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
救
援
・

復
旧
支
援
事
業
）

　

教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
が
あ
り
、
審
査
の
上
、

次
の
と
お
り
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

採
択
数

決
定
金
額

美
術
工
芸

一

七
百
万
円

建
造
物

一

百
五
十
万
円

　

◎
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
皆
様

敬
称
略　
順
不
同

☆
寄
付
金

○
文
化
財
保
存
修
復
・
芸
術
研
究
等
助
成
事
業
に

対
す
る
寄
付

　

ヤ
フ
ー 

ネ
ッ
ト
募
金
（
109
名
様
）

　　　　　
○
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援
事

業
に
対
す
る
寄
付

　
○
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
（
イ
ン
ド
）
野
生
司
香
雪
の
仏

伝
壁
画
保
全
支
援
事
業
に
対
す
る
寄
付

　　
○
尼
門
跡
寺
院
文
化
財
保
存
修
復
助
成
事
業
に
対

す
る
寄
付

　
○
東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援

事
業
に
対
す
る
寄
付

　
◎
賛
助
会
員
ご
入
会
並
び
に
ご
寄
付
の
お
願
い

〈
賛
助
会
員
〉

　

当
財
団
で
は
、
財
団
の
活
動
趣
旨
に
ご
理
解
、

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
恒
常
的
に
ご
支
援
い
た
だ
け

る
法
人
、
個
人
の
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
正
会
員　

年
額
（
１
口
）　

50
万
円

　

個
人
正
会
員　

年
額
（
１
口
）　

１
万
円

　

維
持
会
員　
　

年
額
（
１
口
）　

10
万
円

〈
ご
寄
付
〉

　

賛
助
会
員
の
他
に
、
ご
寄
付
も
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
ご
寄
付
の
方
法
は
様
々
な
方
法
が

あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
願
い

　

当
財
団
の
役
員
等
を
左
記
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
三
年
度
助
成
事
業
の
採
択
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
三
年
度
助
成
事
業
の
申
請
、
採
択
状
況

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

■
文
化
財
保
存
修
復
助
成
事
業

　

三
十
二
都
府
県
の
教
育
委
員
会
等
か
ら
推
薦

が
あ
り
、
審
査
の
上
、
次
の
と
お
り
助
成
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

■
芸
術
研
究
等
助
成
事
業

　

研
究
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
審
査
の
上
、

次
の
と
お
り
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

申
請
数

採
択
数

決
定
金
額

十
七

八

二
百
七
十
五
万
円

事
務
局
報
告

申
請
数
採
択
数

決
定
金
額

美
術
工
芸
二
十
二

十
一

二
百
三
十
五
万
円

建
造
物

三
十
八

二
十

六
百
十
五
万
円

有
形
民
俗

一

一

二
十
五
万
円

そ
の
他

一

一

二
十
五
万
円

　

計　

六
十
二
三
十
三

九
百
万
円

修復された「長徳院本堂」
（山梨県中央市）

宝生流「翁」

修復された「安布知神社拝殿
絵画（寅）」（長野県阿智村）

修復された「祇劫寺本堂」
（宮城県大崎市）

日本舞踊「正札附根元草摺」

展覧会会場入口

バーミヤンＥ窟仏龕及び天井
壁画《青の弥勒》想定復元
©東京藝術大学


